
学校番号 T3006 

令和３年度 工業科 

 

教科 工業 科目 実習（ＨＳ） 単位数 4 単位 年次 4 年次 

使用教科書 なし 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

今まで学んできたことや実習の作業を通して色々な工業分野の技術を習得し、新しい技術に自分

から対応できる能力と態度を育てる。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

実習作業を通して各専門分野の基礎的な技術を総合的に習得する。技術革新にも自ら対応できる

能力と態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

ものづくりに関する工

業技術に興味・関心を

持ち、その改善向上を

めざして意欲的に取り

組むとともに、社会の

発展をはかる創造的・

実践的な態度を身に

つけている。 

ものづくりに関する工

業技術に関する諸問

題の適切な解決をめざ

して、広い視野からみ

ずから考え、基礎的な

知識と技術を活用して

適切に判断し、その結

果を的確に表現する

能力を身につけてい

る。 

ものづくりに関する工

業の各分野に関する

基礎的な技術を身に

つけ、安全や環境にも

配慮し、ものづくりを合

理的に計画し、実際の

仕事を適切に処理す

る技能を身につけてい

る。 

ものづくりに関する工

業の各分野に関する

基礎的な知識と技術

を身につけ、工業の

発展と環境・資源など

との調和のとれた在り

方および現代社会に

おける工業の意義や

役割を理解している。 

評
価
方
法 

① 課題および作品

の 

出来映え・早さ等 

 にもとづいて評価 

する。 

②欠課の場合も、補習 

等を行い、作品を提 

出させることを原

則とする。 

①授業中の注意力・熱 

意の程度で評価す 

る。 

②授業中の態度を評 

価する。 

  

項目ごとにチェック

表を作成し評価す

る。 

指導内容のまとめと

して、ペーパーテス

ト、レポート等によ

り評価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

ﾛ
ｰ

テ
シ
ョ
ン 

 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
１ 

Ｃ
Ａ
ＤⅢ

 

３D－ＣＡD の概要 

 

・ 実技練習課題 

 無作為の課題 

 部品等の作成 

・ 作品作成課題 

 部品を作り一つにまとめる 

 可動部の確認 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

a:3D-CADに興味・関心を持ち意

欲的に取り組めているか。 

b: 3D-CAD に関する正しい思

考・判断ができているか。 

c: 3D-CAD による作品が正確に

作成できる。 

d: 3D-CAD の意義や役割を理解

しているか。 

出席 

作品 

授業態度 

パ
ー
ト
２ 

パ
ー
ト
４ 

木
工Ⅲ

 

電
気
計
測 

任意の作品の製作 

・製作方法の説明、 

 各パーツの図面作成 

・工具の名称と 

取り扱い方法。 

・各パーツの作製 

・各パーツの組み立て、 

 仕上げ研磨および塗装 

 

◎ 

 

○ 

 

○ 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

a: 木工製作に興味・関心を持

ち意欲的に取り組めている

か。 

b: 木工加工に関する正しい思

考・判断ができているか。 

c: 作品が正確に作成できる。 

d: 木工の意義や役割を理解し

ているか。 

出席 

作品 

授業態度 

安全な姿・形 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 


